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昔
な
が
ら
の
風
情
残
る
「
島
婚
」

「
ま
る
で
映
画
の
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
み
た
い

!
」
。
真
っ
白
な
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を

着
た
花
嫁
が
屯
ッ
ト
の
先
端
に
立
っ
て
、
瀬

戸
内
海
の
男
木
島
(
高
松
市
)
に
や
っ
て
き

た
。
新
潟
出
身
の
新
婦
に
、
瀬
戸
内
の
島
の

魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
の
演
出
だ
。

港
で
は
花
婿
、
友
人
と
一
緒
に
、
心
温
か
い

島
民
の
人
た
ち
が
出
迎
え
た
。

5
月
中
旬
、
男
木
島
で
開
か
れ
た
「
市
民

結
婚
式
」
。
ヨ
ッ
ト
の
上
で
結
婚
の
宣
誓
を

し
、
「
男
木
交
流
館
」
で
披
露
宴
が
執
り
行

わ
れ
た
。
会
場
で
は
、
島
の
主
婦
ら
が
地
元

の
タ
コ
の
天
ぷ
ら
や
車
尽
豆
の
煮
物
な
氾
姥

用
意
し
、
白
い
割
烹

着
を
着
て
ふ
る
ま
っ

た
。
リ
ー
ダ
ー
の
河

原
久
美
子
さ
ん
AH)

は
、
男
木
島
生
ま

香

，
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れ
。
同
級
生
ら
が
島
か
ら
離
れ
る
中
で
「
ふ

る
さ
と
の
移
り
変
わ
り
を
見
ら
れ
て
、
島
に

お
っ
て
よ
か
っ
た
。
み
ん
な
が
帰
っ
て
き
た

と
き
に
寄
れ
る
場
所
に
な
れ
た
」
と
胸
を
張

った。河
原
さ
ん
が
結
婚
し
た
頃
は
、
嫁
入
り
の

時
に
タ
ン
ス
な
ど
の
道
具
を
男
性
が
担
ぎ
、

女
性
た
ち
が
白
い
割
烹
着
を
着
て
「
男
木
伊

勢
音
頭
」
を
歌
い
な
が
ら
島
中
を
練
り
歩
く

風
習
が
あ
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。

「
嫁
に

行
っ
た
ら
、
実
家
の
敷
居
を
ま
た
ぐ
な
」
と

言
わ
れ
て
い
た
時
代
に
、

「辛
か
っ
た
ら
す

ぐ
帰
っ
て
こ
い
よ
」
と
い
う
歌
詞
も
あ
っ
た

と
い
う
。
「
い
ろ
ん
な
島
を
訪
れ
た
が
、
男
木
島
が

い
ち
ば
ん
居
心
地
が
良
か
っ
た
。
自
分
を
受

げ
入
れ
て
く
れ
る
か
ら
」

。
高
松
出
身
の
新

郎
は
、
島
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
理
由
を
そ
う

話
し
た
。
昔
な
が
ら
の
風
情
が
残
る
「
島

婚
」
に
は
、
地
元
の
人
た
ち
の
H

思
い
H

が

込
め
ら
れ
て
い
た
。
(
秋
山
由
美
子
)


